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編
集
後
記 

 

こ
の
地
の
領
主
だ
っ
た
左
近
太
郎
入
道

は
、
村
の
中
心
と
な
る
神
社
を
建
て
よ
う

と
常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
あ
る

夜
、
夢
に
八
幡
様
が
現
れ
「
太
郎
よ
、
私

が
祀
ら
れ
た
い
と
こ
ろ
は
お
前
の
愛
馬
白

雪
に
聞
け
。
」
と
言
わ
れ
、
翌
朝
白
雪
に

乗
り
自
由
に
歩
き
回
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
あ

る
場
所
で
立
ち
止
ま
り
ま
し
た
。
太
郎
入

道
は
こ
こ
が
八
幡
様
の
お
告
げ
の
場
所
に

違
い
な
い
と
考
え
神
社
を
建
て
ま
し
た
。 

  

こ
れ
が
今
の
駒
留
八
幡
神
社
で
「
駒
留
」

の
名
前
の
由
来
と
も
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
鷺
草
伝
説
」
で
有

名
な
常
盤
の
方
の
お
な
か
の
子
ど
も
を

祀
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
若
宮
八
幡
宮
と
の

別
名
も
あ
り
ま
す
。
「
鷺
草
伝
説
」
に
つ

い
て
は
１
３
ひ
ろ
ば
第
８
３
号
の
「
ま
ち

か
ど
コ
ー
ナ
ー
」
で
特
集
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ (

左
下
参
照)

か
ら

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

過去の記事はコチラの 
⼆次元コードからご覧いただけます︕ 

◇
こ
ま
ど
め
ま
つ
り 

10
月
17
日
（
土
）
18
日
（
日
） 

駒
留
八
幡
神
社 

（
上
馬
５
ー
３
５
｜
３
） 

 

に
て
行
わ
れ
ま
す
。 

意
外
と
知
ら
な
い
？
駒
留
八
幡
神
社
の
由
来 

「
令
和
ボ
ー
イ
ズ
の 

 
 
 
 
 
 

お
作
法
」 

 

我
が
家
に
は
令
和
生
ま
れ
の
男
の
子
が
二
人
い

ま
す
。 

 

最
近
の
彼
ら
の
行
動
は
、
私
の
子
ど
も
時
代
と

は
全
く
異
な
り
驚
き
の
連
続
で
す
。 

 

６
歳
の
長
男
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

AI
に
即
質
問
。
最
近
は
AI
で
計
算
ゲ
ー
ム
を
自
作

し
、
ド
リ
ル
代
わ
り
に
し
て
い
ま
す
。
私
が
悩
ん

で
い
る
と
「
な
ん
で
さ
っ
さ
と
AI
に
聞
か
な
い

の
？
」
と
生
意
気
な
一
言
も
。 

 

２
歳
の
次
男
も
、
一
丁
前
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
サ

ク
サ
ク
と
操
り
ア
ニ
メ
を
観
た
り
、
ス
マ
ー
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
に
「
曲
か
け
て
！
」
と
果
敢
に
リ
ク
エ

ス
ト
し
て
い
ま
す
。
（
拙
い
発
音
が
ま
だ
AI
に
伝

わ
ら
ず
、
私
が
裏
で
こ
っ
そ
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

ま
す
が
） 

 

大
人
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

化
に
呼
応
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
。 

 

彼
ら
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
「
教
科
書
で
学

ぶ
」
や
「
ゲ
ー
ム
は
お
店
で
買
う
」
と
い
っ
た
古

い
常
識
や
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
て
は
い
け
な
い
と

痛
感
し
ま
す
。 

 

我
々
も
考
え
方
を

柔
軟
に
、
時
に
大
胆

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

な
が
ら
、
頼
も
し
い

彼
ら
の
成
長
を
温
か

く
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
４
０
代 

 

上
馬
４
丁
目
在
住
） 

菅
原 

耕
平  

 

今
号
か
ら
上
馬
北
部
町
会
が
編

集
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
号
で
は
原
点
に
立
ち
返
り
上

馬
五
丁
目
の
、
お
で
か
け
広
場
や

駒
留
八
幡
神
社
な
ど
、
地
域
に
根

ざ
し
た
場
所
を
担
当
編
集
委
員
が

取
材
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
発
見
や
素

朴
な
疑
問
、
心
和
む
話
題
を
、
皆

さ
ま
と
共
に
見
つ
け
て
い
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。 

 

こ
の
た
び
編
集
委
員
の
大
橋
か

ず
子
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

４ 

上馬まちづくりセンター 

新規採用職員の紹介 

新しい職員が加わりました。 

▶
駒
留
八
幡
神
社
社
殿 

▶
駒
留
八
幡
神
社
鳥
居 

今
回
は
、
「
駒
留
八
幡
神
社
」
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 
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１ 

親子が安心して過ごせる“心の拠り所” 

【ご利用者の声】  出産を控えたプレママ・プレパパの利用も

歓迎しています。日によって小児科医や保

健師などの専門家が待機しており、専門的

なアドバイスを受けられるのも心強い点で

す。土曜日には両親学級も開催されていま

す。また、平日は忙しいパパも親子で楽し

く過ごせます。自分のペースで自由に立ち

寄り、心を通わせることができる、地域に

根ざした安心の拠点です。 

 室内にはおもちゃや絵本が充実しているほか、リトミック

や読み聞かせ、離乳食講座、はみがき教室、親子足形制作な

ど、親子で楽しめる工夫を凝らした企画も満載です。 

(イベントの内容によっては実費が必要な場合があります。) 

 昨年10月、上馬地区に区の子育て支援施設『おでかけひろば』が開設されました。 

一見普通の住宅ですが、一歩中に入ると木のぬくもりに包まれた明るく清潔な空間が広がっており、 

子育て中のパパさん、ママさんがいつでも好きな時間に利用できる場所となっています。 

上
馬
地
区
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

か
み
じ
い
さ
ん 

  １番の特徴は、授乳室とは別に専用の 

『らっこスペース』があり、ママさんが 

心身ともにゆっくり休むことができます。 

休憩中はスタッフがお子さんを見守ります。 

 孤独な子育てから 

解放された！ 

 近所に友人ができ、 

この街での育児が 

楽しくなった！ 

◀
施
設
外
観 

◎月曜日～金曜日 10:00～16:00 

◎土曜日は月2回開室しますが、その週は木曜日休室となります。 

住所：世田谷区上馬5-18-12 

電話：080-7321-1812 

▼らっこスペース 

▲公式インスタグラム 

イベント情報も載ってます！ 

チェックしてみてね！ 

▼絵本コーナー 
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２ 

９月１日は防災の日！ 

もしもの時に備えて家族で避難場所、決めていますか？ 

  地震や風水害は、いつ起こるか分かりません。いざという時、「どこへ避難すればいいのか」を家族みんなで決

めておきませんか？自宅から避難場所までの道に危険な場所がないか、実際に歩いて確認しておくことも大切で

す。日頃から防災マップやハザードマップを確認し、家族との連絡方法や集合場所についても話し合っておきま

しょう。 

 「まだ大丈夫」と思っているうちに時間は過ぎてしまいます。 

この機会に、ご家族やご近所の方と「もしもの時」の備えについて話し合いましょう。 

日頃の備えが、大切な命を守る第１歩です。 

今後のイベント情報 

 また、発災直後は通信が混みやすく電話が通じないこと

があります。大きな地震などの災害時には、電話が繋がり

にくくなることがあります。そんな時に役立つのが 

ＮＴＴの『災害伝言用ダイヤル（171）』です。 

 家族が自宅や避難場所から「無事です」「○○小学校に

避難しています」などの伝言を録音し、離れた場所にいる

家族は、その伝言を聞くことができます。災害時の安否確

認に役立つサービスです。 

①避難場所  

緊急的に命を守るために逃げ込むところ 

（一時集合所、広域避難場所） 

②指定避難所  

発災後、自宅に住めなくなった場合に生活するところ 

〇上馬地区の指定避難場所 

避難するところは２種類あります。どこにあるか事前に確認しておきましょう。 

災害時は地域の人同士の助け合いが大切です。 

防災訓練への参加やご近所の方への挨拶など、 

万が一の時に助け合える関係を作っておきましょう！ 

区ホームページで災害に関する情報を 

発信していますので、ご確認ください▶  

災害が起きる前に、「171で確認する電話番号」を家族で決めておくことが大切です。 

毎月1日・15日などには体験利用もできるので、一度家族で試してみましょう。 

詳しい説明については 

NTT東日本HPをご覧ください▼ 

※駒沢オリンピック公園一帯は広域避難場所でもあります 

▼上馬地区周辺の指定避難所 

10月24日（土）  地域交流音楽会 

10月28日（水）  乳幼児対象交流会 

11月7日・14日（土）  古着回収 

11月26日（木）  フレイル予防講習会 

2月20日（土）  さぎ草植込み講習会 

11月28日（土）  防犯講習会 

11月29日（日）  ティーボール大会 

防災コンサート 

2月13日（土） 青少年向け講習会 

2月3日（水）  普通救命講習会 

1月17日（日）  新春昔遊び体験会 

12月24日（木）  乳幼児対象交流会 

12月12日（土）  スワッグ講習会 

・上馬公園 ・駒沢中学校 

・上馬１やまもも広場 ・小泉公園 

・上馬東公園 ・駒沢オリンピック公園 

・中里地区会館敷地 ・中里小学校 

・上馬北公園 ・三軒茶屋小学校 

・上馬四丁目公園 ・旭小学校 

・駒沢一丁目西公園 ・野沢児童遊園 

・駒沢小学校 ・弦巻小学校 

・駒沢小学校 ・旭小学校 

・駒沢中学校 ・三軒茶屋小学校 

・中里小学校 ・弦巻小学校 

▼詳しくは区HPでお知らせします 

覚えておきたい使い方 

伝言を録音する場合 伝言を聞く場合 

❶『171』に電話 

❷『1』を押す ❷『2』を押す 

❸伝えたい相手の電話番号 

 を市外局番から入力 

❸確認したい相手の電話番号 

 を市外局番から入力 

❹録音する ❹伝言が再生される 
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３ 

【問い合わせ先】 

社会福祉協議会上馬地区事務局 

☏ 070-3946-9790（平日8:30～17:00） 

 「ちょっと覗いてみようかな？」と思ったら、 

まずは一歩を踏み出して利用してみませんか？ 

※利用には参加費（100円～500円程度）がかかります。 

  災害時、慣れない避難先での生活は誰しも心細いものです。そんな時、一番の支えになるのは

「知っている顔」があること。普段から地域のサロンやミニデイなどに参加して、顔見知りを作って

おきませんか？住み慣れた場所で育んだつながりは、いざという時、あなたを守る大きな安心感に変

わります。 
～上馬地区には、皆さんの交流の場がたくさんあります！～ 

サロン 

お茶とおしゃべりを楽しむ仲間づくりの場 

サロン陽だまり/アンサンブルらくらく 

駒沢セルフケア/みどりがめ/サロンどんぐり 

サロン座・楽談/健康体操こまざわ 

グリーンツーリズムSSK21/いちごの会 

すずらん会ぬり絵/ザ・トコトコ・ティー 

塩のやかた/いきいき3クラブ 

健康クラブ三cha会/レインボー中里 

あじさいクラブ/コスモスの会/ひまわり 
すこやかクラブ/藤の会/男の台所 上馬 

ミニデイ 

食事やレクリエーションを楽しむ場 

子育てサロン 

悩み相談やママ・パパの交流 

子育てサロンドット/しおくまハウス 

子ども食堂：孤食の解消や子ども、親同士の交流の場 

世田谷子ども食堂 上馬/ロゼット食堂/きしょうこども食堂 

上馬地区のサロン、ミニデイ、子育てサロン、子ども食堂には以下の団体があります。 

「⼩動物ふれあい交流会」 
に参加しました！ 

駒澤大学川上ゼミナールでは、地域福祉を多面的

に学ぶことを目的として、福祉機関の見学や福祉に

関するイベントへの参加を行っています。 

5月24日には小泉公園で行われた「小動物ふれ

あい交流会」にボランティアとして参加しました。

当日は、上馬地区社会福祉協議会と上馬地区民生委

員・児童委員協議会を中心に多くの機関が協力し、

一日で1500人を超える地元住民の方が参加されて

いました。 

 このイベントは人と人を繋げたり、仲を深めたり

するきっかけになっていると感じました。 

 民生委員の方々は、幅広い方に声をかけていて、

地域住民との繋がりを感じることができました。 

  

 また、友人同士で参加している子どもも多く、子

ども同士だけでなくその保護者同士での会話もみら

れました。地域住民と社会福祉協議会だけではな

く、地域住民同士の関係も深まるイベントでした。

今後もゼミでの活動を通して地域福祉に関する学び

をより一層深めていきます。 

◀
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
写
真 


